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２０１５年度中小企業白書の概要 
 

 経済産業省中小企業庁において、2015年度｢中小企業白書｣及び「小規模企業白書」がとりまとめられ、

公表されました。「小規模企業白書」は小規模企業振興基本法に基づき今回初めて発表されました。 

 ｢中小企業白書｣では、第 1 部において、最近の中小企業・小規模事業者の動向、直面する経済・社会

構造の変化について分析を行っています。第 2 部では、中小企業・小規模事業者が収益力を向上させる

上で課題となる、「イノベーション・販路開拓」及び「人材の確保・育成」を取り上げ、第 3 部では、

中小企業・小規模事業者が経済・社会構造の変化に直面する中での地域資源の活用や地域社会の課題の

解決を通じた地域活性化の取組について紹介しています。 

 今号では｢中小企業白書｣の第１部及び第２部の概要について紹介いたします。 

 

【第１部：平成 26年度（2014年度）の中小企

業・小規模事業者の動向】 

○我が国経済の動向／中小企業・小規模事業者

を取り巻く動向 

 我が国経済は、総じて見れば、足下では緩や

かな回復基調が続いているが、中小企業・小規

模事業者は、相対的に厳しい経営環境に置かれ

ている。消費税率引上げ後の駆け込み需要の反

動減や、原材料・エネルギーコストの上昇の影

響もあり、企業の業況や採算に関する指標には

弱い動きも見られた。足下では、原油価格及び

国内石油製品価格の下落やマクロ経済環境の持

ち直しもあり、一時に比べれば改善は見られる

ものの、政府としては、引き続き中小企業・小

規模事業者の動向を注視していく必要がある。 

○中小企業・小規模事業者を取り巻く環境 

 中長期的な視点から、中小企業・小規模事業

者を取り巻く環境について分析する。具体的に

は、まず、企業に着目し、その中長期的な収益

力の変化に関する分析を行う。その中で、企業

規模が同じ中小企業・小規模事業者の間で、高

収益の企業と低収益の企業の収益力の差が開い

ていることを示した上で、両者の違いを検証し、

高収益の企業は低収益の企業に比べて、技術開

発や人材の確保・育成に対する意識が強いこと

を明らかにする。 

 次に、多くの中小企業・小規模事業者が事業

を営む場である「地域」に関する分析を行う。

具体的には、中長期的な地域経済の成長（付加

価値生産額の伸び）を確認し、成長の度合いに

応じて地域を類型化した上で、地域ごとの産業

構造や人口動態等の分析を行う。その上で、「広

域需要」と「域内需要」の二つの観点から、地

域の実情にあった経済成長のために何が必要か

について示す。 

【第２部：中小企業・小規模事業者のさらなる

飛躍】 

○イノベーション 

 中小企業・小規模事業者を、事業において志

向する市場の広さごとに類型化（具体的には、

広域での事業を志向する者を「広域需要志向型」、

地域での事業を志向する者を「地域需要志向型」
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と類型化）した上で、類型ごとのイノベーショ

ンへの取組状況やその成果について、違いや共

通点を明らかにしていく。さらに、企業がイノ

ベーションに着手し、推進していくための課題

についても検証する。 

○販路開拓 

 中小企業・小規模事業者の販路開拓の取組や

売上目標の達成状況の把握に努めた上で、販路

開拓に取り組む際の課題の分析を行い、それを

通じて、自らが開拓しようとする販路、市場そ

のものに向き合い、把握することの重要性と、

そうした取組を進める上での人材面の課題につ

いて考えていく。 

○人材の確保・育成 

 中小企業・小規模事業者における人材に関す

る現状と課題について、確保（採用）、定着、

育成と、段階ごとに検証していく。さらに、女

性、シニア、外国人や、都市部、大企業の人材

等、従来とは異なる、新たな人材の供給源につ

いても考えていく。その際、人材の確保や育成

に投じることができる人的・金銭的リソースが

限られている中小企業・小規模事業者の現実を

直視しつつ、地域ぐるみで人材の確保・育成に

取り組むことで、そうした課題を乗り越えよう

とする取組の例なども紹介する。 

※「中小企業白書」の全文は中小企業庁のホー

ムページからダウンロードができます。 

http://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakus

yo/H27/PDF/h27_pdf_mokujityuu.html 

 

◇ 平成 27 年度富山県中小企業大学校の開講

及び受講生の募集について 

 

 県では、富山県中小企業大学校事業を実施し

ています。社員研修や管理者研修に幅広くご活

用ください。 

 

１．主な内容 

○近日開催予定のコース 

①経営後継者・幹部養成コース【経営後継者向

け】定員 25名 

 開催日：７月 7日～11月 17日（全 24日間） 

 受講料：86,400円 

 申込締切：６月 24日（水） 

②人材育成・労務管理コース【人事・給与・労

務管理者向け】定員 20名 

開催日：７月 22日～23日(２日間) 

受講料：9,600円  

申込締切：７月８日（水） 

③生産性向上コース１【生産・製造部門の管理

者向け】40名 

開催日：８月 26日、27日、９月８日、９日(４

日間) 

 受講料：19,200円 

 申込締切：８月 12日（水） 

※９月以降も財務分析コースをはじめ、営業活

動に携わる方向けの営業力強化コースなど、さ

まざまな講座を開催します。 

○聴講生制度について 

長期コースすべては受講できないという方に

は、聴講生制度も導入していますので、是非ご

利用ください。(申込締切は７月 14日(火)まで) 

２．受講対象者 

 中小企業の経営者・後継者・管理者・各部門

の担当の方々。 

３．会 場 

 富山県中小企業研修センター（富山市赤江町

１番７号） ほか 

元気いっぱいのファーストバンクです。  
新オートローン・新型住宅ローン 

                富 山 第一 銀 行 
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３．申込方法 

 富山県中小企業大学校のＨＰから応募要領を

確認のうえ、お申込みください。 

http://www.shokoren-toyama.or.jp/~daigaku/ 

４．お問い合わせ 

 富山県商工会連合会 経営支援課 

ＴＥＬ：０７６－４４１－２７１６ 

※この研修は、富山県から富山県商工会連合会

への委託事業です。 

 

◇ 「ものづくり人材パワーアップ研修（小規

模企業出前コース）」のご案内 

 

 県では、小規模企業（従業員が概ね 30人以下）

を対象に、企業の研修ニーズに応じた研修カリ

キュラムを企画・提案し、専門の講師を派遣す

る「ものづくり人材パワーアップ研修（小規模

企業出前コース）」を実施します。 

 この研修を通じて、企業の生産性向上や従業

員のスキルアップなど、社内研修のノウハウ構

築をお手伝いします。 

１．事業の内容 

・研修内容を基にしたカリキュラムの企画・提

案と講師の選定 

・講師を派遣し、企業において研修を実施 

・講師の派遣に係る費用の負担 

 （研修で使用するテキスト・材料等は企業の

負担となります。） 

２．対象企業 

 県内ものづくり製造企業のうち、従業員が概

ね 30人以下の企業 

 （機械・金属、プラスチック、電気・電子 等

の製造業種） 

３．標準カリキュラム 

・研修期間：10時間程度（5時間×2日間） 

・研修場所：企業内 

・人数：５名程度 

・研修内容：生産現場の改善、生産性の向上、

ものづくり技能の向上等 

４．申込み期限 

 平成２７年６月３０日（火）まで 

５．お申込み・お問合せ先 

 富山県商工労働部職業能力開発課人材育成係 

ＴＥＬ：０７６－４４４－３２５９ 

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1305/kj0

0014422.html 

 

◇ 東京富山会館テナント及び賃貸ブース利用

者の募集について 

 

 県では、東京富山会館ビルディング（東京都

文京区白山５丁目１番３）の３階フロアテナン

ト及び中小企業支援ブースの利用者を募集して

います。当ビルディングは、都営地下鉄三田線

「白山駅」より徒歩３分のところにあり、富山

県内の企業の皆様の支店や営業所、販路開拓な

どの際の活動拠点として利用されています。 

 

○３階フロアテナント募集について 

（１）面積、賃料等 

・Ａ室 154.19平米（46.65坪） 

  坪単価賃料 11,000円/月 

  坪単価共益費 3,500円/月 

  賃料 513,150円/月 

  共益費 163,275円/月 

・Ｂ室 53.28平米（16.12坪） 

  坪単価賃料 11,000円/月 

  坪単価共益費 3,500円/月 

  賃料 177,320円/月 

  共益費 56,420円/月 

（２）お問合せ先 

 富山県商工労働部商工企画課 

ＴＥＬ：０７６－４４４－３２４２ 

 富山県首都圏本部 

ＴＥＬ：０３－５２１２－９０３０ 

○中小企業支援ブース利用者の募集について 

（１）設備・料金等 

  設備 机・椅子・電話（FAX付き） 

  料金 30,900円/月 

  敷金等 敷金・保証金は無し 
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  利用時間 月曜日～金曜日 9：00～17：00 

     （土日祝祭日、年末年始は休館） 

（２）お問合せ先 

 一般財団法人富山会館 

ＴＥＬ：０３－３５８６－３２６５ 

 

◇ 夏の省エネ・節電推進セミナー（富山会場）

の開催について 

 

 中部経済産業局では、これから省エネ・節電

活動に取り組もうとする中小企業の方を対象に

夏の省エネ・節電推進セミナー＜省エネ活用術

を学ぶ＞を開催します。 

 省エネ・節電活動を通じて、中小企業の皆様

の収益向上につながる方法を分かりやすく説明

します。 

 

１．日時 

 平成 27年７月４日（土）14:00～16:00 

２．会場 

 富山県民会館 ７階 705号室 

 （富山市新総曲輪 4番 18号） 

３．プログラム 

（１）省エネ対策取組みの進め方 工場編

（14:05～14:50） 

  講師：一般財団法人省エネルギーセンター 

（２）省エネ対策取組み事例 工場編（14:50

～15:35） 

  講師：一般財団法人省エネルギーセンター 

（３）省エネルギー施策 （15:35～16:00） 

  説明者：中部経済産業局 

４．対象 

 これから省エネ・節電活動に取り組もうとす

る中小企業の方 

５．定員 

 ３０名 

６．お問合せ先 

 中部経済産業局資源エネルギー環境部エネル

ギー対策課  

ＴＥＬ：０５２－９５１－２７７５ 

７．お申込み・お問合せ先 

 一般財団法人省エネルギーセンター東海支部 

ＴＥＬ：０５２－２３２－２２１６ 

http://www.eccj.or.jp/local-info/tok/semin

ar1506-07/index.html 

 

◇ 「新価値創造展 2015（第 11回中小企業総

合展 東京 2015）」出展募集について 

 

 (独)中小企業基盤整備機構では、11 月 18 日

（水）～20日（金）に東京ビックサイトで開催

する「新価値創造展 2015（第 11 回中小企業総

合展 東京 2015）」の出展募集をしております。 

 出展者のビジネスマッチングを促進するため、

大企業等との個別商談会や J-Good Techを活用

した大企業からの技術提案型のビジネスマッチ

ングを行います。 

 申込締切は６月 30日（火）まで、お問合せ先

は新価値創造展 2015 事務局までお願いします。 

ＴＥＬ：０３－６４４１－４９０１ 

http://shinkachi.smrj.go.jp/tokyo/2015/con

tents/guideline.html 
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